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日時： 7 月 22 日 (金) 

18:30-20:00

会場： 博遠館 212 番教室

同志社大学大学院グローバル･スタディーズ研究科では、連続セミナー「グローバル･ジャスティス」を開催い
たします。このセミナーは、現代世界が直面するさまざまな課題における「ジャスティス」の問題を、講師が自
らの視点で語っていくものです。したがって、どのような視角で、何を問題としてジャスティスを論じるかは講
師にゆだね、主催者は一切の方向性をあらかじめ規定いたしません。ジャスティス（正義）という言葉のもつ
多義性や問題性もふくめて、多様な議論の場として提供していくものです。

来聴歓迎・予約不要

同志社大学
グローバル･スタディーズ研究科

tel. 075-251-3930
e-mail.  ji-gs@mail.doshisha.ac.jp

現在日本における男性同性愛

欧米との比較という側面

Erick Laurent
日本での同性愛に対する捉え方は、明治時代以降、男色の

ような現象という伝統から離れながらも間接的に欧米から著

しい影響を受けた。しかし同性愛について、最近では欧米の

諸社会が婚姻をはじめ大きな変化を見せている。それに比

べると、日本の同性愛の特徴は、表出しない文化の存在

（バー、ハッテンバ、タイポロジー）や法律の欠如、メディアによ

る誤った取り上げ方、ゲイの社会的な不可視性、アジア型の

活動主義などが挙げられ、社会における家族・結婚・普通性

の重要さなどに関連している。日本と欧米、どちらが最も住み

やすいかとは言えず、どのようなシステムにおいてもメリット、

デメリットを持ち合わせている。
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